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地下水空調装置による夏季のハウス内環境改善効果  

 
1 背景・目的  

夏季のトマト栽培では、高温 ・乾燥によりハウス内環境が悪化するため、

裂果が発生して問題となっている。そこで、地下水空調装置に新たに天井

ミストによる加湿機能を付け、ハウス内環境の改善効果を検討する。   

 

2 技術のポイント  

（1）  ミストが均一に噴霧されるよう、軒高約 3m、間口約 6m のハウスでは、

天井ミストはハウス中央部の地上高 2.5m 地点に 2m 間隔で設置する。  

（2）  水圧が比較的低い農業用揚水ポンプでも使用できるよう、ミスト粒径

は約 150μm とする。噴霧条件は 20 秒噴霧、10 分休止で、8 時から 14

時 30 分まで繰り返し噴霧する。  

（3）  ミストを稼働した場合、平均して日中 (6～18 時 )の気温が 1.3℃低下、

湿度が 8.4%上昇、飽差 ※ 1 が 3.6g/m3 低下し、飽差の目標値としている

3～9g/m3 に近づき、ミストの無い場合に比べてハウス内環境を改善でき

る (図、表 )。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

3 成果の活用と残された問題点  

（1）  夏季のハウス栽培で高温障害の発生軽減が期待できる。  

（ 2 ）  過 湿 となると病 害 の発 生 が懸 念 されるため、引 き続 き最 適 な運 用 条    

件を検討していく。  
問 合 先 :園芸 栽 培 グル ー プ  TEL 076-257-6911 
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図 ハウス内飽差の推移(左：R1.8.11 晴天日、右: H30.7.10 晴天日) 

成長点付近(地上高約 1.5m)で測定 

表 天井ミストの有無が日中(6～18 時)のハウス内環境に及ぼす影響※ 2 

※ 1 空 気 中 に あ と ど れ だ け 水 分 含 む こ と が で き る か を 表 す 数 値 。    
 数 値 が 大 き い ほ ど 乾 燥 し て い る こ と を 示 す 。  

本 研 究 は 農 研 機 構 生 研 支 援 セ ン タ ー 「 革 新 的 技 術 開 発 ・ 緊 急 展 開 事 業 （ う ち 地 域 戦
略 プ ロ ジ ェ ク ト ）」 の 支 援 を 受 け て 行 っ た 。  

飽差目標値 

3～9g/m3 

天井ミスト稼働 

飽差目標値 

3～9g/m3 

※2 表内の数値は、地下水空調装置等

が導入されたハウスの値から、装置等

が導入されていないハウスの値を差し

引いた値を示す 

天井ミスト

あり(R1) △ 1.3 8.4 △ 3.6

なし(H30) △ 1.2 △ 3.1 △ 0.9

気温(℃) 湿度(%) 飽差(g/m3)


